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　多くの腺組織の細胞でしばしば観察される2核糸Ili胞　　　た、，各実験群で，1四は実験当illに1嬬合餌せずに放射

に，］核細胞の無糸核分蓮呈によって生じたもので，こ　　　i｛kアミノ酸な注射後11削｝il30分（ll；前10時30分）｝こ殺

の出現は細胞機能の昂進と関係があることがNagata　　　した。残りの2匹lj：蝿日のみ午前9時3〔1分からユ〔｝時，の

等①②，Omochi⑤により説明されている。2核細胞　　　闘に通常のように給餌して，注射後1時間3Q分（食後

についてこのような意義づけがなされるまでには，2　　　では：Ll噂間，午前1（1時30分）と4時間30分（食後では

核細胞の観察し易い種々の腺組織④⑥あるいは消化管　　　4時間，午後1時30分）にそれぞれ1匹ずつむ殺し

上皮⑥⑦⑧において，この富鍵は確められてきノk。腺　　　た、、したがって各群3匹のうち2匹は殺した時間に同

組織の細胞機能は分泌物の生成と排出であり，消化管　　　しであったが，一フ∫は当日絶食させたものであり，他

上皮ではそれは多くの場命に消化された物質の吸収と　　は通常と変らず1’こ食餌を与えていたものである。3匹

して示される。したがって，殊に消化腺のような組織　　　目は食後魂時1削のものということになる。

細胞では，分泌物を形成している物質の合成が細胞機　　　　各個体ほ電気シnックで麻酔後薩ちに閉腹し，膵臓

能のほとんどすべてと思われる。この様な観点から，　　　と圓腸を取りtLiして細切してからRanvier　1／sアル

最近は具体的に物質代謝の醐より2核細胞の機能が　　　ロ　一一ルに入れた。これ以後，細胞分離標本のラジォォ

検討されている。例えば，RNA代謝の鍵となる　　一トグラフをつくるまでの過程はNagata等の方法
DNA，また主として蛋白質代謝と密接な関係をもっ　　　⑲によった。ラジオオHトグラフは浸濟法によってつ

RNAに．ついて，1核細胞と2核細胞におけるこれら　　　くったが，写真乳剤としては，さくらラジオォートグ

核酸の代謝能が比較されている⑨⑩⑪⑫。それによる　　　ラフ用乳剤NR－M1を用いた。鰍Llは62日間行ない，

と，いずれの場合も2核細胞は1核細胞よりDNAあ　　　SDX－1で20°C　5分間現像後ヘマトキシリン・エオジ

るいはRNAの合成能が大であった。　　　　　　　　　ンで細胞を染色した。分離標本をつくる際に組織の～

　こ厨こは，生物体にとって必須成分である螢白質の　　　部を10％ホルマリンで固定，パラフィン包理して5μ

袋臨纏鑑総轄戦1こある瀬る穿鷺凱二響撚慕綴瓢磁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とした。なお，切片標本もヘマトキシリン・エオジy

　　　　　　　　　材料と方法　　　　　　　　　　　　染色である。

　体重159のマウスの雄6匹を実験に用いた。これら　　　こうして得られた分離された細胞のラジオオF－・トグ

のマウスは完全栄養の人工食を与えて飼育していたも　　ラフで，脅個体の膵臓と回腸について1核細胞と2核

ので，実験前1週間は給餌時間を午前9時から10時ま　　細胞を各MO個ずつ無1’F為にえらび，細胞に標識され

での1時間に制限したが，水は自由に与えた。突験当　　　た銀粒子数を核と細胞質に分けて数えた。園腸の場合

日にはこれらを3匹ずつ2群に分け，実験群1には　　　には絨毛と腸陰窩に区別して，それぞれの細胞10個ず

uH－1eucineを・実験群2にはaH－tryptophaneを　　　つについて数えた。2核細胞も1司様i10個について数え

各1，5τucずつ，午前9時に各個体の腹腔内に注射し　　たが，2核細胞は献毛の細胞にのみ見られるから，
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1核細胞と2核細1包を比較する場合には絨毛における　　1，2に示した。両種アミノ酸共に，銀粒子数は絶食し

1核細胞をその対象とした。こうして得られた計渕艇　　　ゾこマウスより給食し・たものにおいて少なくなり（Fig，

はすべて推計学的に処理をして比較した。　　　　　　　　5，6，7），殊に細胞質でその減少は護しかった，、しか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，食後1時間から4時間の間の銀粒子数の変化砿

　　　　　　　　　　　　　　　　結果　　　　：’iH－’tryptophaneと3H・－leucineとで全く逆となっ

膵臓に関してえられた糸・裸はT・ble　1．，3とFig、　た。すなわ』ら，岨一t・ypt。Ph・ncで1、k，食後4時間

Table　1，　Mean　grain　counts　of　the　nucleus　an〔1　the　cytoplasm　of．1．O　iTlonol）しtcleate　and

　　　　10billucleate　cells　in　the　pancreatic．　acinar　cells　of　the　111ice　illjectβd　with　tritium．

　　　　1abelIed　tryptopllane．
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　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　17．4　：ヒ　8．2　　　　1．24，4　：ヒ　28，9　　　　　　　　27．7　止　1．3．5　　　　　139，6　：｝：　　7，8

Table　2。　Fac七〇rial　design　of　the　data　Iisted　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴻。n・ロ鵬ユ。at・。。11

　　　　inT・b1・1．　　　　　　　　　　　　、、、。　　　：：1こ識麟局

N
E

　　　Z

　N×E
　　E×Z

　NXZ
N×E×Z
R（NEZ）

　　　　SS　　　　　　DF　　　　　Ms　　　　　　　　　　　　　？a。　　　　　　　謙3貫畿鵬脇

「「一um一闇 @．『．．一”「「．．一’T」1一　．．．．「111甲．．「．．．1「．．「．”．’1［．「ttt”戸’．騨L．‘噛國國1’．．岬．．‘L．1丹國「．円　．1．」L．．ttt．．．伽．．．旧幅　ゴ’　　．．－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20e

10378・8（〕　2・・1＝　／1m378・80鼎　　　　§、，、
　72016。Q2　　　　　3－1瓢2　　　3｛玉0（）8．01馨爵　　　　　　　　　　　　　　更　ユ60

4鵬讃1　2一ユ暢4器1：撰　　　　　齢　　　　／づ：

278°3・85 @　2139°1・93　　　　舅…　／
　　821，63　　　　　　　　　　1　　　　　821．63　　　　　　　　　　　　　　　　　置　　80

361050，22　　　　　　　　　　2　　］．8〔〕525，ll1’x”x　　　　　　　　　　　　　　　　　60

　81753．40　　　　　　　108　　　　756。98　　　　　　　　　　　　　　　　　40

エNE刎
一幽一．．－’一一一L－r’臼・’nv－｝一　皿’L’．‘．’．．幽・v’LL．一．一｝．・．．．．1‘「一．’．一・｝t－．｝T・．・．．．一一・一…．．・一 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿Pt＿一．‘制

1GQ4213，67　　120－－1＝　119　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　一”tt

N： ｣a「’ヒy；m°n°　1eateandbi1ユuc1　　　．糠τ臓・・…　XI°　”’M’

E諏p・・i蝋・19…p…perime・t・・2．　　　　聾叢
　　　．呂nd　3．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d楠

ceesこStochastically　Jc三gnificant　in　191∫leve1Ωf　　　　　　Fig．1．　Change　ill　the　iiuniber　of　silver　graills

　　　significance．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　with　the　feeding　in　the　pancreatic　achlar

ce：StQchastically　sigヱlificant　in　5％1evel　of　　　　　　cells　of　tlle　mice　injected　with　uH－trypto－・

　　　significaLnce．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　phane．
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の方が1時間よりすべての揚合に銀拉子数は増加した　　　また，1核細胞・2核細胞ともに核より細胞質の方カミ

が，SH－leucineでは逆にすべての場合に減少した。　　　銀粒子数は顕薯に多く，食餌の有無、食後の経過時開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に伴なう銀粒子数の変動も細胞質の方が大であった、、

　　　　　　　　　　　non。nucleat。　cell　　　　　　　　　　　　　　　3H－tryptQphalle　追ゴt1三朔ナし，て添合flllし「た濯易rセ，　食子愛

　　　　　　　　　　　　e－－ocンtOplanPt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　←＿。，，、。un　　　　　　　　　1時間で1次，細1泡質の銀粒子数は1核細胞より2核細

IRO

　ユOO

§、。

1、．

翫。

臥。

　　binucteabe　celエ

　　：＝認認野　　　　　　　　胞て位llかてはあるが少なくなっ！こ。　Lかし，他の揚費

　　　　
．　’＼＼、　　　　　　　く逆に減少したとはいえ，2核細胞は1核細胞より僧
　　　　　　㌦P　　　　　　　　　　　　　　　　に多くのa班一1eucineを取込んでいた（Fig，8）c，

　　　　　　　　　　　　　　　　　上述の如く撃史験（G），細胞核の数（N），銀粒子

　　　　　　　　　　　　　　　　の計測場所（核～6るいは細胞質）　（z）の違いで坐じ
ぼ

、こミコ　　　　た鰍撒嚇助矧　言卜軸噸附概て得らn・・te
g　ユ。ゆ。。．。．　　t、la　p，Pt，　　　　　　　結果（’rable　2，4）は，これらの変励がいずれも1％

闇＿＿r　　　の繊鞭備である・とな肌た。すな協・核
鰯1　　　　荊・隙・㈱Jl・el・・，燗腰骸より常麟ヒ・
曇細　　　　　　・m・yp・・ph…，ま燃・f｛－1・・ci・・蝋込んでい

Fig，2，　Ch。ng。　i。　the　n、mber。f・sil。，，9，ai。s　たとし・える・

　with　the　feeding　in　the　pancreatic　acinar　　　　圓〕1勧について得られた結果ぽTable　5と7，　Fig，

　．cells　of　the　mice　injected　with鞭1－1eucine・　　　3と4に示した。一・般的な傾向として，膵臓の場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とほ全く逆に食餌によって標識銀粒子数は増加した
Table　4・Factorial　design　of　the　data　listcd　　　　（Fig，13，14）が，食後4時間には再び減少した。

　　in　Table　3．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8H－tryptophane注射の」易合には（Fig，15），腸陰
　　　　I
　　　　　　　　SS　　　DF　　　M6　　　窩細胞の核と1核細胞の細胞質で，食後1時間より4

　N
　E

　Z

N×E
E×Z
NXZ
N×E×Z
R（NEZ）

　3255．　22　　2－1潔1　　3255．2餅　　　　時間の方が僅かではあるが銀粒子数は増加したことを

14803．03　　3－1＝2　　7401，5　7ve　’”　　　除けぽ，他の場合には4時間後の方が減少した。この

204270・02　　・2－1　＝＝1　204270・02鼎　　　ような銀粒子数の変動を通じて，常に1核細胞，腸

　435・50　　2　217・75　　陰窩細胞，2謝1［聰の順に銀粒子は多くなっている
6591・　10 @　2　329S・　S「・鮨　（Fig．・・2）．　sH－J…i・・酬では，鰍糊の銀粒子
　755，66　　　　　　　　　1　　　　　755，66
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数の変動ほ大で，殊に1核細胞の核で著しかった。細
77487曾47　　　　　　　　　2　　　　38743．74Nve　　　　　　　　．

762、、．9。　、。8　7。5．67　懸｛と核がそれぞれ鰍さ描搬には・その㈱子
HmNtTttmt’－「「ttt　rmttt　 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　　　t”　”　’　ttt　’　Ltttt　　v’t　　t　t－tt　　tttt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　’

IN・・【3838・9・・9・・2・一・・…9　　　銀粒微嵯臆とんどなかった（Fig．、、）。

Abbreviations　are　the　same　as　in　Table　2．　　　　圓腸において上述の如くに得られた結果を，1核細

．　　一　　　　＿＿＿一＿＿＿一．－t＿　　　　数は庫∫者の方が多かった　しかし　細胞の違いによる

Table　5。　Mean　grain　counts　of　the　nucleus　and　the　cytoplasm　of　10　mononucleate　and

　　　10binucleate　cells　hl　the　ile田n　epithelial　cells　of　the　mice　i旦lected　with　tritiuln

　　　labelled　tryptopha且e．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nuClearity
expe「imental @　　mp”一“一’III。。。。。，1ea、e　pm’”’一一“”－w’一一’　　，……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b1】ユUCleate
9「oup　　　　　　　　　　　　　　villi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　crypt

＿’ @．＿．一＿．鰻9塾旦＿」iヱ当gpla塑＿＿＿些塑量＿＿黛趣璽～鯉L＿、…鰻9甚鎚＿＿処9P奥［注．

1　　　　　　　　］．6．0：』8，3　　　55，8士13．0　　　　　20．4士　6，2　　　57．2士17．4　　　　34，2ニヒ12．6　　　75．8：』19，6

2　　　　　　　　22．コ，：』9．8　　　60．6士12．4　　　　　25．3：』10，8　　　61．3士12，6　　　　51．6士22，9　　　95。4士19．4

3　　　　　　　16．4：ヒ8，1　　　61．3：』18．2　　　　26．2：』11，3　　　49．6　一：　IO。2　　　　33．7：ヒ13。3　　　63．0士28．9
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Fig．3．　Change　in　the　number　of　silver　grains　　　　　　　　　　　　｛い

　with　the　feedillg　in　tlle　ileum　epithelial　　　　Fig．4、　Change　ill　the　number　of　silver　grains

　ceUs　of　the　mice　injected　with　l3H－trypto－　　　　　with　the　feeding　ill　the　ileum　epithelial

　phane．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cells　of　the　mice　injeeted　with　3H－1eucine，

Tablc．6・Fact°・i・1　d・・ig・・f　the　d・t・1i・t・d　　・核鼻lll1阯2核細胞の問，実験鮒の違い，細繊と

　　111Table　5，

1

　　N

　　E

　　Z

　N×E
　E×Z
　N×Z

N×E×Z
R（NEZ）

核の3要凶による変動がいずれも有意であった。しか

＿＿漿＿＿＿．P旦…＿…一．照．P…．．＿　しal・1－－1・1ユcin・渤鷹則如ll胞と2核徽による

1．．2301。98　　　2－1　：1　　123〔〕1．を1群＊　　　変動は孝ぎ意でなく‘実験条件の違いと計測場アilfの違い

4506・06　　3欄1謹2　　22r．3・　03；kee　　の2要因がそれぞれ有意であった。したがって、　sH－

47ユ63・68 @2”1　＝147163・　68・va・X・　t・ypt・ph・n・湖ゆ場脅にのみ，蹴細胞は骸細
1575，84　　　　　　　　　　2　　　　　．787．92

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胞より多くの銀粒予によって標識されたといえる。
　98．54　　　　　　　　　　2　　　　　　49，27

　　6．00　　　　　　　　．　1　　　　　　　6，00

1689．73　　2　844．87　　　　．　　考　察
40685．50　　　　108　　　376．72　　　　　膵臓は多種類の消化酵素を生成，分泌している器官

INEZIle8027．33　120－1　：119　　　　　　　　　であり，したがって，酵素螢白の生成という点で，膵

Abbreviations． @are　the　same　as　in　Table　2．　　　　臓機能と螢肉質代謝とは密接な関係にあることが指摘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　されている。例えば，V6gh・1yi等⑭によれば，食物

胞と£核細胞について推計学的に処理をした結果を　　中の蟹白質量の多少は直ちに分泌される酵素：壁に影響

Table　6と8に示す。8H－tryptophane注射でG・　it，　　を与えるという。蛋白質代謝に関するこのような特徴

Table　7．　Mean　grain　counts　of　the　nucleus　and　the　cy七Qplasln　of　10　mQnonucleatc　and

　　　10binucleate　cells　in　the　ileum　epithe工ial　cells　of　the　mice　inlected　with　tritum

　　　labelled工eucine．

Ruclearity　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏

eXperimental　f’r’t’pm國一曽一’t‘tt…　　　　　－u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝－－u’一’”H

　　　　　　　　　　　　　　　　　　mononucleate
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　　　　一　一一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　binucleate

　9「°up　　　　》i1エi　　　　　　crypt
＿＿＿＿＿＿．．．一一＿．．t．．一一t　　　＿．纂黙91隻盤＿＿－2ytoP1璽莫｝　　　　nucleus　　　　cytoPlasr皿　　　　　nucleus　　　　cytoPlasln

1　　　　　　　　6．7：L・　5。2　　　33．〇二』12．0　　　　　6，3士　3，5　　　33．1d：15，9　　　　16，1士23，7　　　32．1士11．3

2　　　　　　50．2士9．6　　　62．4士12．3　　　31。8士7．9　　　51。9士16，8　　　41。8士14．8　　　57。2士19．0

3　　　　　　21．1：ヒ8．2　　　51，9：L16，8　　　　19．0士18．8　　　36。9：t13．5　　　　29．6：』12。0　　　47．2士12．5
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Table　8．　Factor二al　design　of　the　date　listed　　　　　れに続い曹ぐ食後4時間までは銀場；立子数が滅少L，銀1二l

　　in　Table　7．　　　　　　　　　　　　　　　　　　質合成の低一ドな1惰示している、，柴ll1⑭はマウスのi…ユ1）J，U・

　　　　1SS　D・　M・　蝋［脚・・A合・・㈱1ベノ・が，鍛1　ll　ll伽・tb　3

　　N

　　E

　　Z

　NXE
　EXZ
　NXZ
N×EXZ
R（NEZ）＿＿⊥＿一ニー＿．一．一、一一．一．一＿：°，．．、　f、撤たが・胴・ucin・の場へに瞬IM包核の数に

エNEZI　54592．59120一岡・9　　　　　よ磁瞬獅ら，1、扁、っ／・、、，

　Abbreviations　are　the　same　as　in　T‘Lblc　2，　　　　　農｝K－tvyl）tophane　lと町正一lettcinLtのこのような違

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いllkl捧｝臓の場脅に4，考霞叩られブ；二ように，それらをヨ三と

は，ここで得られた結果セこも示されているように思わ　1．・て取込んだ畿離‘1朔揃な櫛血，1沈がってそれら

れる。すなわち，アミノ酸の種類に関係なく，食餌な　　　の代謝の過手「ll，　Sk　’h二は活性において異っていだことに

した方がしない時より膵細胞を標融しゾこ銀粒子数は薯　　　よって盗じたのかも知；｝1徽い。

しく少なくなった。これらの実験では，絶食させたも

のも食餌をしたものも同じ時刻に殺して試料なとって　　　　　　　　　　　要　　約

おり，またその時刻（食後1時闇）は膵液分泌の始ま　　　　BI－1－tryptophauie震たは錦H一夏¢uclneをマウスの

る頃である。したがって，食餌の有無による銀叡子数　　　腹腔内に汽射し，榔臓と圓腸上皮の分離細胞の擦本か

の差は，酵素原顎粒11；iの酉景素蟹白質の成分として取込　　　らラジオォートグラフ碧つくり，工核細胞と2核細胞

まれたUH－－trypt・phaneまた1よBI”1・－1・ucineが・消　のヱ疑陰i質伽蠣を比ll嘆しh¢c、

化活動を通じて消化液として細胞外に分泌されたこと　　　　膵臓では，同…，・一時刻に殺したにもかかわらず，食餌

によると説明し得る（Fi露・9・10）。これ鳳また・銀堪1‘　　1を，与えた方が与え為：いもの（2iヨ時間絶食）より細胞を

子数の変動が核よりも細胞質で一脚くであったことか　標識した釘徽子数はアミノ酸の種類に関係なく箸しく

らも察せられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　少なくなった，、s正王一tryptophaneな注射したマウス

食後1時間から4時間へかけての郷好数の変動　では，その後銀粒ヨ徽rl職かに増力ilしたが，　a・H－1・u一

が・昌H－tryptophaneとBH－1eucineで全く異ってい　　　cine浅射のもので1よその後も漸減した。　これらの変

た。これは8H－tryptephaneが主に代謝の活綴な酵　　　動を通じて，2核細胞1よ常に1核細胞より多くの銀粒

素成分として酵素原穎粒中に取込まれたのに反して，　　　子で標識されていた。

3H－leucineでは一部は酵素原願粒中に取込震れたと　　　圃腸では膵臓の場合と全く逆に，食餌を与えた時の

はいえ，その多くは酵素蟹白質以外の蟹白質に取込ま　　　方が銀救子数は増加した。その後はわずかな例外を除

れたためと思われる。すなわち，取込まれた上記2種　　　いて，アミノ酸の租噸に関係なく減少した。3H－－try－一

のアミノ酸の経時的変動の違いは代謝の質的な違いで　　ptophane涯射の揚合｝こ1よ，2核細胞の方が1核細胞

生じたものであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　より多くの8H－tryptophanoな取込んだが，　SH－1eu一

　このような蛋白質の代謝を通じて，細胞を擦識した　　　cineでは両細胞の問｝こは有意の差帳なかった。

銀粒子数はほとんどの場合に2核細胞の方が1核細胞　　　　これらの結果から，一般的には2核細胞は1核細胞

より多く・またこれら細胞の銀粒子数の差が食後】爵　　　より蛋自質合成が盛んであると結論しうる。また，両

聞より蛸欄で大であったことは・2核細胞の加ミ1　組織細胞で・H．t，ypt・ph・neと’・・H－1…i・・を取込

核細胞より蛋白質合成は盛んであったことを示すもの　　　む態度が経時的に異つたのほ，これらアミノ酸が主と

であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して取込まれる蛋白質の質的な差によったものと思わ

　回腸においては，腸陰窩細胞，絨毛細胞のいずれ　　　れる。

も，岡一時刻に殺したマウスでは絶食したものより給

食したものの方が銀粒子数は多く・給食することによ　　　最後に，御指導と御校閲をいただいた羅持昌次教授

って蛋白質合成が盛んになったことを示している。こ　　ならびに永田哲’士助教授に深く感謝の意を衷します。

　　1．4。．－2二三「…］．．4・　時問へかけて1・il様ec　・tの餓伽’：’…一一IIS：的に1肝侃こ

、9、25．72　3－－1，：．m2　9562．8・i・・・・…　猜みている・　11…ll糊樹・鵬1之NA・1・∫i禰丁の代

11662，41　2．1－1　11662．4樫　　謝能に関すモ1，このJlうな…教｛IL・この低下が決して個

　372．72　　　　　　　　　　2　　　　　186，36　　　　　　　　体差：’1肇｝こよる41）「の一（：為こく，　薫ITIイヒ顛｝」二赫ζとし！．（：看幾喬陛ilFl～∫な

　573，0．1　　　　　　　2　　　　285．51　　　　　　1M・てL：・．f可等ヵ、a．）：甑3韓遺ゴもっ・⊂し、るよう｝こ、1凝、添pオし壇nn

343．41　　　1　343・41　　　1核細1祉21亥細泡における三1読E職の脅成能は，

688・02　　2　3‘i4・°1…　　H－t，ypt・phan・では明窓、かに2核細胞においvご優
21．82590　　　　　　1〔｝8　　　　2〔〕009
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舳　　　しりげコ）　L－．　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．阜　　　　Il　L明　1　　　　　　　　　　　　　　　」ゆ
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64-C856) tii/ P･l･1 wa 111,,,Fl ij'SIL6ts
 tryp'tophane, the protein synthesis was more labellecl silver grains are found at 'the apical

 active in the binucleate cells than in the mo- part of the pancreatic acinar cells,

 nonucleate cells. To the contrary, the incor- Fig. '10. A part nf a section from the paticreas

 poration of 'the leucine was not significantly of t/he fed motke,,e sucrificed 4.5 1iours afteida

 different between the rnononucleate ancl the :iH-leucine injeet/jon. 〉〈550. The silver g/rains
 binucleate cells. Such a difference of incorporu-･ lubelliiig t;he I)ancrettt;lc acinar cells are less

 tion between the two arnino acicls is supposed in number than those in Fig. 5.

 to be due a functional difference between t;he

 proteins incorporating each of thern. }'LATE 2
                                               Fig. 11. A labellecl crypt cell (upper right)

                 pl.ATEs aiicl two labcllod inononucleate vil!ues cells
        ExPLANATIoN oF pLA'rls"s (UI･)per and lower left) from the starved
    All the figures were photomicrographecl iiiOUSO SaCrifiCed l,5 hours after 8IIny-Jeucine

frOln radioautographs of isolated cells er sec.. iiijectlon, ×190C}
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       EXPLANAT:ON OF FIGURES Fig. 13. Intestinal villi of a section froxn the

                E'LATE 1 ileum of the fed mouse sacrificed [1.,5hours
Fig, 5･ A labelled binucleate cell (upper ieft) 2tfter tSH'"leucine injection, ×350. Labening is

  and a labelled monenucleate cell (lower intenSer in the roots than in the tips of the

  righO from the starved mouse sacrificecl 1,s Villi,

  hours after 8H-tryptophane injection. 〉〈zgoo. Fig･ 14i Intestinal villi of a section from the

  Both the cells are intensely labelled, ileUM Of the starved rnouse sacrificed 1.s

Fig･ 6, A labelled binticleate cen (left) and a hOUSe after UH-leucine injection. ×46o.

  Iabelled mononucleate cell (right) from the Fig･ 15- Intestinal vilii of a section from the

  fed mouse sacrificed 1,s hours after aH.. ileUM Qf the starved mouse sacrificed 1.s

  tryptophane injection. ×22oo. hOurS after 8H-tryptophane injection. xs2o.
Fig. 7. A labelled mononucleate cell (upper

  left) and a label!ed binucleate ce!1 (lower

  right) from the fed mouse sacrificed 4.5

  hours after 8H-tryptophane. ×2100.

Fig. 8, A labelled binucleate cell (left) and a

  labelled mononucleate cell (right) from the

  fed mouse sacrificed 1'.5 hours after SH-

  leucine injection, ×2100. Their labellings are

  less than those of the animal sncrificed at

  thd same time after 8H-tryptophane injectien

  as is shown in Fig. 2.
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  after 3H-leucine injection, ×560. Most of'the
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